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患書機に信頼される良質で安全な■療を提供し、地域社会に■献します。

《第 6号 の主な内容〉
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医療 機 能 評価 とは

国民が、適切で質の高い医療を、安心して受けることができることは、医療を受ける立場からも、

医療を提供する立場からも、等しく望まれています。

病院をはじめとする医療機関が提供するさまざまな医療サービスが、思者の望んでいる内容と

貿で提供されているか 医療機関での日々の診療活動のなかで発4:する問題点をきちんと改善で

きているか、また改善の努力を怠っていないか―

財団法人H本 医療機能評価機構による病院機能評価とは、 こうした病ltの現状と惜1題点を明lr‐

にするため、第■者による「平価を

`iい

、改善が認められる病院に女1して認定.lLを発行するt,のです。

《日本医療機能評価機構バンフレットから≫

次 の こ と が 評 価 さ れ ま し た 。 6領域 伏 項目72、中項目178.J頓目57つ

1 病院紺l織のJ■↑|と地域における役,fl

2忠 者の権利と安全の確保

3療 養環」Iと忠 イサービス

4診 療の奥の確保

5看 誰の適リリな提供

6病 1/t経ギ:管11の合理性

,立大洲病Fuでは、 この病院機能評価の認定取得をめざし、平成15年5月 病院機能評価受審4i

備会を設置し、取得のための様々な取り糸Hみを、病院をあげて行つてきました。

F`成16年7,」15日から3日 間、 日本医療機能「平価機構から派遣された4名 のpr問調合ξ (サーベ

イヤー)に よる訪問審査を受け、事前に実施された書面審合と合わせての審査の結果 患者数に対

する法定医師数が不足 (充足率8694%)し ているとの指摘のみにより認定留保となっておりました。

その後 医師不足の状態が続いておりましたが、平成18年5月 から研修医の受人をはじめ医師の

確保に努め、仄師の充足率が9687%に なったことから、再審査の中請を行つた結果、その努力が認

められ平成181110月16日をもって、病FL機能評価 (Version4 0、一般病院)の 認定をいただきました。

今後も認定に相応しい病院であり続けるため、患 音様が安心して質の高い医療が受けられるよ

う、努めてまいります。

詳細は、財団法人日本医療機能評価機構ホームページ (httpゴljcqhc or jplhtmrindex html)を

ご覧 ドさい。
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知らないうちに視野
が欠けてくる緑内障

緑内障ってどんな病気 ?
まぶたの上か らそっと目をさわるとわ

かるように、眼球は牢気のつまったボー

ルのように張 りがあります。これは眼球

の中の圧力 (眼圧)が 外よりも高く保たれ

ているか らです。おかげで、体を動か し

ても1長球の形が変わらず 網1英の 1にき

ちんと映像を結んでものを見ることがで

きます。ところが眼球の後ろにある視神

経はとても繊細で、 限圧が高くなると押し

つぶされて傷ついてしまいます。残念な

がら傷ついた視神経は元にもどりません。

その結果人事な mt神経の数がll.lって しま

ぃ、視りrがだんだん欠けていきます。 こ

れが 「緑内障Jで す。しかも、早脚|に発見、

治療 して病気の進行を 1めないと、つい

糖尿病網‖英症についで 2番 日に多く油断できな

緑内障の症状の進み方は?
緑内常の中でも患者さんに多いタイプの川放隅角 (かいほうぐうかく)緑 内障は 10年 ～15年と

いう長い11間をかけて少しずつ進行していきます。そのため、初測|の状態ではなかなか気づきません。

というのも人間は両日でものをみているので、片方のん1野に見えないところがあつても、もう片方が

そオ1をおぎなってしまうのです。また多くの方は、非常に悪くなるまで頭痛や眼精疲労などの自党症

状がないため、発見が木難です。そこで緑内障では定期的に視野検査を行い、視野の狭まり具合が進

行していないかを調べることが薔要になります。 方閉塞隅角 (へいそくぐうかく)緑 内障といって、

房水 (日の中の透明な液体)の 排水日が急にふさがって眼圧が急激に 11がり、目が痛み、充血し、 も

のがかすんで見えるだけでなく頭痛や吐き気をともなう急性に発作がおこり、処置が遅オlると 夜に

して失剛」してしまうこともある緑内障もあります。

緑内障の治療は?
緑内障治療は、症状の進行を抑えることが日標です。そのためにはlll圧をできるだけ ドげる治療が

重要です。眼圧を ドげる方法として点限業を用いる方法と手術する方法がありますが、まずはじめは

点眼薬で眼圧を ドげる治療を行うのが一般的です。薬だけで眼圧を充分に下げることができない場合

には、 レーザー手術や外科的手術で房水の流れを良くして眼圧を下げます。しかし手術を行ったから

といつて視野が回復するわけではありません。あくまでも緑内障を進行させないための方法です。

緑内障治療のもっとも大切なことは、早期発見です。自覚症状は頼りになりません。40歳を過ぎ

たらできるだけ、定期l的な眼圧検査、眼底検査を受けるようにしましょう.

市立大洲病院

眼科部長 回 尾 容 子

には失明にやります。実際、緑内障で失明する人は、
い病気なのです。
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市立大洲病院では、患者様に安心で安全な医療を提

供するため、医療安全管理委員会、医療安全対策部会

を設置するとともに、平成18年4月 から医療安全対策

室を設置し専属の職員を配置し、次のような取り組み

を行っています。

① 患者誤認防止のため、注射 採血 検査 処置の際に患者様にお名前をフルネームで名乗つ

ていただくようにしています。また、同姓同名の場合には生年月日をお尋ねしています。

手術を受けられる患者様や意思表示できない入院患者様には、本人又は家族の同意をい

ただいた上で手首と足首にネームバントを装着して確認出来るようにしています。
これらのことで患者様にはご迷惑をおかけしていると思いますが、ご理解とご協力をお

願いします。

② 事故に至らなかった事例 (ヒヤリ ハット)体 験報告の収集や分析結果等の現場への

フィードバックと具体的改善策の提案、推進に取り組んでいます。

重大な医療事故の発生の背景には、類似の要因を持つヒヤリ ハット事例が存在するこ

とから、部署を問わず些細なことでもヒヤリ ハットの報告を求め、医療事故につながり

得る要因の把握に努め、 日頃の業務改善に役立てています。

ヒヤリ・ハット事例では、確配不足、思い込みによる輸液 ・注射 与薬等がありますが、

それらを防ぐため複数の看護師によるチェックや指差呼称などを行っています。引き続き、

初心に返り基本的事項の遵守に努めてまいります。

③ 専属の職員による医療事故防止に関する各種マニュアルの作成 見直し、職員の教育研

1多、院内巡回による日常業務のチェックを行い、医療事故防止に関して常に目を光らせる

体制を整えています。

更に、事故防止には患者様と医療者間のコミュニケーションや信頼関係が必要不可欠です。治療や

処置を行う際に充分な説明を行つておりますが、解り難い場合や納得できない場合はご遠慮なく医師、

看護師等に確認して下さい。

これからの医療の安全を確保するためには、医療従事者と患者様がともに築いていくものだと考え

ております。今後も私たちは患者様のご協力をいただいて、より安全で安′きできる医療 ・ケアを提供
していきたいと思っております。

指 差 確 認

ダブルチェック ネームバンド装着
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☆入li生活も不安だな……

☆どんな検査があるのだろう……

☆いつからRI曜があるのかな……

☆手術のあとどうしたらいいのだろう……

☆食事は食べてもいいのがな……

☆いつ退院できるのがな……

☆どのくらいお金がかかるのだろう……

突然すすめられる検査 入院は不安でいっぱい

になります。

つまリ クリニカル ・パスとは
入院 ・手術 ・検査など、いつ何をするがなど

その予定や内容が全て説明用紙に載つていますので

あなたの予定が一日で分がります。

医療を受ける立場になつて考えられた

患者様中心に作られた治療の計画書です。

もれや間違いがな<、 安心して入院や治療が受けられる大変便利なも

当院では、現在 7つのパスがあります。
皆様からIllいたご意見を元に使用しやすいものにしていきたいと悪います。

クリニカル ・パス委員会 '
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谷口嘉康先4i(院 長)は 国民健康保険診療

報酬審合委員として15年間の実績が評湘さ

れ受賞されました。

栄養管理ネにおける給食の管理運営に関す

る実績が評価され受賞しました。

のです。
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診療受付時間は、午前8時 15分から午前11時30分までです。

再来予約の患書様は、予約時間にご来院くださι、

休診日は、土lu日 .日lE日、祝日及び12月29日から翌年 1月 3日 までとなつております。

担当医師は、変更する場合がありますので必ず事前に電話にてお問い合わせくださ0、

0000
あきらめかけていた医療機能評価取得も、臨床研修医の受け入れなどがあり、平成16年 7月 に受

審し医師不足のみで認定留保となってから、実に 2年 4ヶ 月ぶりに認定されました。再審査の期限

ぎりぎりの出来事で職員一同喜んでおります。

平成18年10月現在、全国で2,213の病院が認定されており、もはや認定されることが当たり前になっ

た感さえいたします。裏を返せば、市民の医療に対する目が厳しくなっている現われであろうか ?

今回の認定に酔うことなく、新たなスター ト台に立ったつもりで患者サービスを第一義に良質で

安全な医療の提供に努めたいと思っております。


